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　（一社）飯田労働基準協会 会長
　　小林　諭史

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　平素は、当協会の事業運営に多大な
ご支援 ･ご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　新型コロナウイルス感染症が国内で
蔓延し始めて丸 2年が過ぎ、新たな変
異株であるオミクロン株がこの南信州地域でも猛威を振るっ
ており、まだまだ終息に向かう気配が見えません。皆様も感
染症対策を行いながら日々過ごされておられると思われます。
　国内情勢では今年 7月に参議院選挙を控えており、新しい
資本主義を掲げた経済政策やコロナ禍で現れた格差社会に対
して民意が下りようとしています。
　この様な環境の下、昨年の当飯伊地区における労災発生
状況は、12 月末時点で休業４日以上の労働災害は 194 件と、
前年を 49 人も上回る大幅な増加となり、死亡災害も 2件発
生し誠に残念な結果となりました。
　この反省を踏まえ、本年は、労働災害を防止し「誰もが安
心して健康に働くことができる職場」をつくるため、経営トッ
プの強い信念とリーダーシップのもと、より具体的かつ実践
的な労働災害防止対策を立案し、労使一体となって取組んで
いただきたいと思います。また、テレワーク勤務やオンライ
ン打合せなど労働環境が大きく変化する中で、働く方の心の
悩みはますます多様化 ･複雑化しており鬱や心の病を抱える
方が後を絶ちません。またハラスメント問題も多種多様に増
加しており何気ない行動や言葉にも注意が必要な時代となっ
ています。
　当協会もこの一年、飯田労働基準監督署はじめ関係官庁、
関係団体と緊密な連携を図り、皆様のお役に立てるよう精一
杯務めて参ります。どうぞ一層のご支援ご協力をお願い申し
上げます。
　結びに、会員皆様にとって、この一年が新たな発展と飛躍
の年となりますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

飯田労働基準監督署 署長 
福島　憲一
　新年明けましておめでとうござ
います。
　一般社団法人飯田労働基準協会並
びに会員企業の皆様には、日頃から、
当署の行政運営に格別のご支援とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本年もよろしくお願い申し上げます。　新しい年を迎えた
ところ、「新しいこと」を考え、実行することは求められ
ているものの、現実社会でも個人の生活でも難しいもので
す。それでも、考えていないと実行できず、応援してくれ
る方がいてこそ、実現に近づくものと思っております。
　令和 3年度には、飯田労働基準協会や飯田市の担当者様
のご支援のおかげで、飯田丘のまちフェステバル実行委員
会のキャラクターである「ナミキちゃん」による「整理・
整頓はしごとの基本！」を訴えるチラシを作成することが
できました。
　令和 2年度の安全週間のポスターから登場をお願いして
いるキャラクターですが、今般、令和 4年 3月の「飯田お
練りまつり」を取り入れた安全衛生の周知用チラシを作製
しております。
　皆様のお手元に届きましたら、職場内の見やすい箇所に
掲示して頂き、労働災害の防止のために活用していただけ
ば幸いです。これも、皆様方のご支援のおかげであり、こ
の場をお借りして深く感謝申し上げます。
　さて、2022 年の色は「コーラルオレンジ～長く沈み停
滞していた心にふわっと光が差すような鮮やかで軽い色
～」（一般社団法人日本流行色協会による選定）のようです。
本年こそ、この色のように、前に進む力を与えてくれる明
るいものとなりますように、皆様とともに強く願っていき
たいと存じます。
　最後になりましたが、飯田労働基準協会並びに会員事業
場の益々のご発展と、皆様方のご活躍をご祈念申し上げ、
新年のあいさつとさせていただきます。

睨みを利かせてコロナ退散を願うトラ親子
（写真解説は 8 面）

１ 面　新年のご挨拶　小林協会長・福島監督署長
２面　令和 ４年安全祈願祭・安全の誓い
３面　令和 ３年労働災害発生状況(12月末速報値)
４ 面　職場における労働衛生基準が変わりました
５面　取るでしょ、育休。
６面　年次有給休暇有効活用・最賃・ハローワーク

より
７ 面　企業紹介(山京インテック)、労務管理セミ

ナー開催
８面　主要事業日程・お知らせ・写真解説・編集後記
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　新型コロナウイルス感染症の収まりが見えない状況
の中、昨年同様に当協会の役員（理事・監事）と、来
賓として飯田労働基準監督署長にご列席頂き、令和 4
年 1 月 20 日午後 3時より当飯田労働基準協会会館に
おいて厳粛のうちに神事が執り行われました。
　玉串奉奠は、（一社）飯田労働基準協会小林諭史協
会長、飯田労働基準監督署福島署長ほか、各災害防止
団体・業界団体の代表者（当協会理事を兼務）が、今
年度の安全を祈願し奉奠いたしました。
　神事後に、小林協会長の年頭の挨拶に続いて、飯田
労働基準監督署福島憲一署長より年頭のご挨拶をいた
だきました。最後に災害防止団体・業界団体を代表し
て、南信州食品協議会　加藤昇会長が「安全の誓い」
を朗読。この南信州の地において愛され、信頼される
事業所となるべく、職場の安全と従業員の健康を最優
先として努力することを誓い、令和 4年の安全祈願祭
を閉じました。
（小林協会長、福島監督署長のご挨拶は一面に掲載）
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ています。
　2020年に株式会社電磁環境研究所をグループ化して、電
磁ノイズ対策製品に挑戦しています。電波利用の周波数拡
大や、EVの普及などで生じている電磁環境問題に貢献で
きる製品提供に取り組んで参ります。
　精密機械加工では、三次元加工、鏡面加工、難削材加工
など顧客ニーズに適合した切削加工技術で、自動車設備・
導体装置・ロボット・航空機などへ部品を納入しています。
　システム開発では、バーコード・RFID・ICタグを利用し、
顧客の要求に合わせた業務支援システムを提供しています。
ハードウェアとソフトウェアを最適に組み合わせ、お客様
の要望にきめ細やかに応えることのできるシステムソリュー
ションを設計、構築、運用・保守サービスまでトータルで
提供しています。製造業はもちろん、流通・物流・医療・
医薬など多くの現場で合理化・省力化に貢献しています。
　弊社の安全衛生活動では、リスクアセスメントとメンタ
ルヘルスケアの取り組みを重点項目として取り組んでいま
す。継続的に取り組んでいることで活動が浸透してきてお
り、労働災害の抑制やメンタルヘルス不調の未然防止につ
ながっています。今後も労働災害ゼロを目指して、安全・
安心な職場づくりに努めてまいります。
　『野火焼不尽春風吹又生』を企業理念に掲げ、目まぐる
しく変化する時代において、顧客のニーズを的確にとらえ、
成長し続ける企業を目指しています。地元地域の皆様にも
貢献できるよ
う努めてまい
りますので、
今後ともよろ
しくお願いい
たします。

　弊社は1972年に長野原機器製作所として創業し、今年
5月に創業50周年を迎えます。16mm映写機の組立からス
タートし、FAセンサーの製造を中心に事業発展して参り
ました。2001年に社名を山京インテック株式会社に変更し、
『開発設計』、『電子機器組立』、『精密機械加工』、『システ
ム開発』の4つの部
門を柱に事業展開し
ています。多品種少
量生産を基本とし、
試作から量産までを
対応しております。
　開発設計では、メ
カ設計から電子電気
回路設計・組み込みソフトウェア・アプリケーションまで
一貫して開発できる体制も構築し、自動認識・自動制御の
技術を駆使したソリューションを提供しています。「ロボッ
トラベラー」「ラベル検証機」「RFIDゲート」など製造業
だけでなく、流通・物流・医療・医薬などお客様のニーズ
に合わせた製品開発を行っています。
　電子機器組立では、FAセンサーを中心に多種多様な製
品を製造しています。自社開発の生産管理システムにより、
多品種少量生産に対応したQCD＋トレーサビリティ管理
を実現し、お客様の要求に対応できる生産体制を整えてお
ります。設計開発と連携したODM事業を強化し、設計か
ら製造まで一貫することでお客様のニーズに柔軟に対応し

　令和 3年 11 月 26 日（金）、小春日和の穏やかな陽気の中、
飯田市鼎のビーラクスマツカワに於いて飯田労働基準監督
署 /長野県南信労政事務所 /飯田労働基準協会の三者共催
による労務管理セミナーを開催致しました。
　当日は、新型コロナ感染症対策を実施した上で会員事業

場などから約 50 名
が参加され開催を致
しました。今年度は、
前半を外国人技能実
習機構長野支所の鈴
木基泰支所長が「外
国人の技能実習の適
正な実施について」

と題して講演を行い、後半は松澤法
律事務所の松澤崇志弁護士が「労使
トラブル事例・対応について」と題
しそれぞれ講演が行われました。
　外国人技能実習については 2012
年度から在留外国人の増加が続いて
おり、コロナ禍の影響で 20 年は減
少したものの今後も増加が見込まれ

ていること。実習生の目的は技術を
身につけて自国に持ち帰ってもらう
ことであり、仕組みや制度を理解し
てほしいと呼び掛けられました。
　また、労使トラブル事例に関して
は、紛争解決制度の比較やその流れ、
いじめ・嫌がらせに関しては具体的
な事例を挙げられて説明がなされま
した。参加者たちはメモを取り、ときおり頷きながら真剣
に聴講しており、2時間の予定を終了致しました。会場風景

鈴木基泰 支所長

松澤崇志 弁護士

【会 社 概 要】
創　業　　1972年5月
所在地　　飯田市時又127
資本金　　4,840万円
代表者　　代表取締役社長 中村 拓実
従業員数　106名

会社外観

主な生産品目（左：検査装置、右：ノイズフィルター）

労務管理セミナー 開催
日時：令和 3年11月26日㈮ 場所：ビーラクスマツカワ
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【令和 4年】
　 ５ 月 9 日（月）15:00～	 第 １ 回理事会	 労働基準協会会館
　 ５ 月26日（木）15:00～	 定時総会	 シルクホテル
　 ６ 月14日（火）13:00～	 飯伊地区産業安全大会	 エスバード（飯田産業センター）
　 ７ 月15日（金）13:00～	 長野県産業安全衛生大会	駒ヶ根市・文化会館
　 ９ 月 9 日（金）13:00～	 飯伊労働衛生大会	 エスバード（飯田産業センター）
　10月19日（水）～21日（金）	 全国産業安全衛生大会	 福岡市にて開催　
　12月 7 日（水）16:00～	 第 ２回理事会	 シルクホテル
【令和 5年】
　 １ 月26日（木）15:00～	 安全祈願祭・安全会議	 シルクホテル

令和4年度　主要事業日程のお知らせ
　飯田労働基準協会の令
和 4年度の主要会議日程
が決まりました。詳細に
ついてはその都度ご案内
いたしますが、関係分に
ついてご出席を予定下さ
る様お願い致します。
　なお、長野県産業安全
衛生大会・全国産業安全
衛生大会日程も併せてお
知らせします。

自由が奪われてしまい、今まで楽しんでいた旅行も全くで
きない状況が続いています。旅行先で食べるご当地の名物
はいつまでも記憶に残っています。海外よりも国内のほう
が口に合うものが多く、私の記憶に残るものは、北海道の
ジンギスカン焼肉としまホッケ、仙台の牛タンステーキ、
富山のブリしゃぶ、三重の伊勢海老に松坂牛のすき焼き、
広島の生カキとお好み焼き、高知のカツオのたたき、北九
州のフグ料理、沖縄の海ブドウなどなど…

編集後記 　最近では、ネットで全国の食材をお取り寄せが出来るよ
うにとても便利な世の中になりましたが、やっぱり誰かと
一緒にその土地に行って食する事には勝てません。おいし
さも何倍も違います。
　先述した美味しかった食べ物も、あの人達と一緒に旅行
に行って、こんな場所で食べたよなと、楽しかった旅行の
思い出と共に記憶に残っています。
　早くこの状況が収束して、いろいろな場所に行き、ご当
地の美味しい料理を食べたいものです。

（小澤　記）

　二年近く続くコロナ
禍で、私たちは移動の

　飯田市南信濃和田の名刹龍淵寺（盛宣
隆住職）は観音堂「光堂」を平成 22 年
に建立。以来毎年、光堂の軒下にその年
の干支の木彫りを設置しています。
　製作は信州の名工、阿智村清内路の宮
大工桜井三也さん。今年も家族愛をテー
マとした干支を彫り上げられ、過去 11
作の干支作品と同様に飾られたトラ親子
4匹は目をつり上げて牙をむき、にらみ
を利かしております。
　盛住職は「虎はひとたび吠えれば猛烈
な風を起こし大地を駆け巡るといいま
す。コロナ禍などの困難な世の中でも人
生を切り拓く力強さを親子で表現してい
る。この猛烈な風によってコロナを吹き
飛ばし、早く平穏無事な日々が戻ってく
ることを願わずにはおられません」と
おっしゃいました。
写真は龍淵寺盛住職よりお借りしました。

「トラ親子」と共に　桜井三也氏


